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呼吸 器感染 症18例 に対 してME1 2071回100～200mg,1日3回 経 口投 与 に よる臨床効 果

を検討 した。 その結 果,著 効3例,有 効12例,や や 有効2例,無 効1例 で,有 効 率 は83.3%

であった。 細菌学 的 に は8菌 株 中5株 の消 失 を認め た。 副作 用 は認め られ なか った。 臨床検 査

値の 異常 はGPT.上 昇1例,GOT・GPT上 昇2例,WBC減 少 ・GOT・GPT上 昇1例 の計4例

に認 め られた がい ずれ も軽度 であ った。
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ME1207は 明 治 製菓(株)薬品 総 合研 究所 で合 成 さ れ

た新規なエ ステル型経 ロセ フェム 剤 であ る。 本 剤は抗

菌活性 を有す るME1206の4位 カル ボ ン酸 に ビバ ロ

イルオキシメチル基 をエ ステル結合 させ る こ とに よ り

経口吸収 を高め たプ ロ ドラッ クであ る。活性 体 で あ る

ME1206は グラム陽性 及 び グラム 陰性菌 に対 して,既

存の経 ロセ フェム剤 に比 し強 い抗 菌 力 と幅 広 い抗菌 ス

ペ ク トル を有 して い る1,2)。今 回我 々 は呼吸 器 感染症 に

対して本剤 を投 与 し,そ の 臨床 的有 用性 と安全 性 につ

いて検討 したの で報 告 す る。

対象患者 は1989年9月 か ら1990年2月 までの 間 に

当科および関連施 設 を受 診 し,本 剤 に よ る治験 に本 人

の同意の得 られ た18例(男11例,女7例,年 齢18～

75歳,平 均50.7歳)で,症 例 の 内訳 は,急 性肺 炎11

例,急 性 気管支 炎2例,気 管 支拡 張症 二次 感染1例,

慢性気管支炎急 性増 悪 の4例 で あ った。 投与 方 法 は1

回100～200mgを1日3回 経 口投与 した。投与 日数 は

5～16日 間で あっ た。

臨床効 果判定 は,体 温,咳 嗽,喀 痰 の 量 と性 状,胸

部X線 所 見,菌 の消 長,血 沈値,CRP,白 血球 数 と分

画などの 自他覚 所 見の改 善度 を指 標 と し,本 剤投 与 に

より速やか に改善 を認め た もの を「著 効」,速 やか で は

ないが確 実 に改善 を認め た もの を「有効1,や や改 善 を

認め た もの を「やや 有効 」,全 く改善 を認め な い もの を

「無効 」と判定 した。細菌 学 的効果 の判 定 は本剤 投与 前

・後の喀 痰か らの検 出菌 の 消長 に よ り,消 失,減 少,

菌 交代,不 変 と判 定 した。

各 症 例 に 対 す るME1207の 投 与 成 績 の 一 覧 を

Table1に 示 した。試験 対象 の性,年 齢,診 断名,臨 床

効 果 お よび副作 用が一 括表 示 され てい る。投 与症例 全

体 の 臨床効 果 は著効3例,有 効12例,や や有 効2例,

無効1例 で,有 効 率 は83.3%で あっ た。疾 患別 の臨床

効 果 は最 も症例 の 多い 急性 肺 炎 では11例 中著効3例,

有効8例 で,有 効率 は100%(11/11)で あ った。 同

様 に急性 気管 支炎2例 は有効1例,や や 有 効1例,気

管 支拡 張症二 次感 染1例 は 有効,慢 性 気管 支炎 急性 増

悪4例 は有効2例,や や有効1例,無 効1例 であ った。

細菌 学的効 果 の検討 は7例 よ り分 離 され た8株 につ

いて行 った。8株 中5株 が 消失 した。す な わち,Strepto-

coccus pneumonia 3株 は消 失2,不 変1,Streptococ-

cus sp.1株,HaemmoPhilus influenzae 2株 は共 に消失,

Staphylococcus aueus1株 とPseudomonas aer-

uginossの1株 は共 に不 変 であ った。

副 作用 は全例 み られ なか った が,臨 床検 査値 異常 は

1回200mg投 与例 でGPT上 昇1例,GOT・GPT上

昇2例,WBC減 少 ・GOT・GPT上 昇1例 の 計4例 に
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Table 1.Clinical results of ME1207 treatment

ND:not done
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認め られ た 。 症 例No.4,5,10,17の GOT,GPT上

昇(No.4GPT:前17→ 後33 IU/L,No.5 GOT二 前

14→ 中50→ 後34 1U/L,GPT:前9→ 中101→ 後56

IU/L,No.10 GOT:前22→ 中50→ 後20 IU/L,

GPT:前22→ 中73→ 後18 IU/L,No.17 GOT:前

21→ 中63→ 後26 IU/L,GPT:前12→ 中42→ 後22

IU/L)とNo.17のWBC減 少(前5,100→ 中2,500→

後3,600)は 投 与 後 の 検 査 で 速 や か に 正 常 化 して お り

本剤 投 与 を中 止 せ ず に 観 察 可 能 で あ っ た 。

ME1207は エ ス テ ル 型 の 経 ロ セ フ ェ ム 剤 で,グ ラ ム

陽性 菌,グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 し,幅 広 い 抗 菌 ス ペ ク トル

を有 し,そ の 作 用 は 殺 菌 的 で あ る。 ま た 組 織 移 行 試 験

に ょ り喀 疾,扁 桃 組 織 等 へ の 十 分 な 移 行 が 認 め られ て

い る3)。

今 回我 々 はME1207を 呼 吸 器 感 染 症 患 者 に 投 与 し

臨床効果及び安全性を検討した。本剤の臨床的使用に

は充分な期待が持たれ,今 後更に検討する価値のある

薬剤と考えた。
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The clinical effects of ME1207 were evaluated in 18 patients with respiratory infections(11 patients
with acute pneumonia,2 with acute bronchitis,1 with secondary infection in bronchiectasis and 4 with
chronic bronchitis in the phase of acute exacerbation).ME1207 was administered orally to these

patients in doses of 100 to 200 mg t.i.d.The clinical response to ME1207 was 'excellent"in 3 and
"good"in 8 of the 11 patients with acute pneumonia;it was"excellent"and "fair"in 1 each of 2

patients with acute bronchitis;"good"in 2,"fair"in 1 and"poor"in 1 in the 4 patients with chronic
bronchitis in the phase of acute exacerbation;and it was"good"in 1 patient with bronchiectasis.
Overall,the response was excellent in 3,good in 12,fair in 2 and poor in 1 of the 18 patients given
ME1207, and the rate of effectiveness was 83.3%.In the bacteriological study the eradication of 5 of
8 strains was confirmed.Adverse drug reactions were not evoked in any patient. Abnormal labora-

tory tests included elevated GPT in 1 case, elevated GOT and GPT in 2 cases, depressed WBC and
elevated GOT and GPT in 1 case,4 cases in all,but all changes were slight.


